
１．ファイル情報
ファイル形式：カンマ区切りCSVファイル  （CRLF:改行ﾏｰｸをｾｯﾄ）)
フォーマット：MS-DOSフォーマット
文字コード　：Shift-JIS
ファイル名　：高齢インフルyyyy年mm月請求分.csv
ヘッダ行　　：なし

２．項目情報（固定部分）
項目No パンチ項目名 長さ 入力値 データ形式 内容 ﾃﾞｰﾀｻﾝﾌﾟﾙ 備考

1 作成日 8 8桁　西暦年月日 西暦年月日 データ作成日ﾁｪｯｸに使用。CSVデータの作成日。 20251201

2 個人番号 10 未使用 整数 住基情報のもの マッチングに使用 ▲マッチング

3 生年月日 8 8桁　西暦年月日 西暦年月日 20080215 ▲マッチング
原票は和暦ですが、西
暦で入力

4 性別 1 未使用 コード １：男   ２：女 7 ▲マッチング

5 カナ氏名 25 半角文字 半角文字 個人マッチングキー＆エラーデータ確認用 ﾘﾖｳﾋﾞ ﾀﾗｵ ▲マッチング

6 漢字氏名 25 未使用 全角文字 個人マッチングキー＆エラーデータ確認用 両備　タラオ ▲マッチング

7 郵便番号 8 未使用 半角文字
個人マッチングキーに使用する
” - “あり８桁

▲マッチング

8 任意マッチング 1 未使用 半角文字 任意で指定して個人マッチングする ▲マッチング

9 総合被保険者番号 10 未使用 整数 個人テーブル総合被保険者番号にて個人マッチングする ▲マッチング

10 電話番号 11 未使用 半角文字 個人テーブル　電話番号項目に更新を行う

11 検診種別 5 41003を固定 整数
名称テーブルコードをセット テーブル参照(HCOMMST Y-403000-0)
※高齢者インフルエンザの場合は41003固定

41003 ★必須

12 接種西暦年度 4 4桁　現年度　西暦年　 西暦年
接種が実施された年度（西暦）をセット
※項番13の接種日が2022年12月1日なら、項番12に2022をセット
※項番13の接種日が2023年1月1日なら、項番12に2022をセット

2013 ※１

13 接種日 8 8桁　西暦年月日 西暦年月日
受診番号と共にマッチング可能
接種判定とセットで必須項目

20251001 ★必須
原票は和暦と西暦が混
在しますが、西暦で入
力

14 接種番号 1 未使用 整数 受診日と共にマッチング可能 100 ▲マッチング

15 接種回数 1 未使用 コード
名称テーブルコードをセット テーブル参照(HCOMMST Y-403001-検診種
別)

1

16 接種判定 1 1を固定 コード
名称テーブルコードをセット テーブル参照(HCOMMST Y-403010-0)接種
日とセットで必須項目
1：高齢者接種/2：障害者接種/9：問診のみ

1

17 混合接種何種 1 未使用 コード 名称テーブルコードをセット テーブル参照(HCOMMST Y-403012-0)

18 実施医療機関 10 10桁　医療機関コード コード 医療機関テーブルコード(HCOMKIKAN)をセット 342511051

19 未接種理由 1 未使用 コード 名称テーブルコードをセット テーブル参照(HCOMMST Y-403002-0)

20 請求日 6 6桁　西暦年月 西暦年月日 202510

21 予診のみ 1 未使用 整数 予診時にのみ'1'をセット

３．項目情報の注意事項
※　入力値にて未使用としている項目については、値を入れずカンマで区切り、csvデータを作成してください。
※　本番処理前に予定しているテストの内容によっては、パンチ項目に修正が入る可能性もあります。

３－１．必須項目（備考欄に“★必須”とあるもの）については、必ずセットしてください。
　　　　※１：高齢者インフルエンザ（テーブル番号41003）では必須。
３－２．マッチング項目（その他項目に“▲マッチング”とあるもの）については、個人のマッチングに使用するため、いずれか1つは必ずセットする。
３－３．入力値の項目が未使用となっている場合は、値を入れずカンマで区切り、データを作成する事。

高齢者インフルエンザ定期予防接種予診票　穿孔指示書


